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一歩踏み出し、大きく伸ばしていく
～こども・子育て政策、都市づくり、未来の安心～

　
　本年９月から子ども医療費助成の所得制限の撤廃
と中学生までの窓口無料化を行います。妊娠期から
子育て期にわたる切れ目のない支援策として、県内
で津市だけが行っている妊産婦医療費助成について
も、本年９月から所得制限を撤廃し自己負担のない
窓口無料にします。また、妊娠中はホルモンバラン
スの変化などにより歯周病等になりやすくなり、妊
婦が歯周病に罹患すると低体重児の出産や早産のリ
スクが高まると指摘されています。妊婦無料歯科健
康診査を開始し、妊婦の不安の軽減を図ります。
　これらの事業を行うためには安定的な財源が必要
となります。ボートレースの収益金を活用した津市独
自のこども基金を創設することで財源を確保します。

　
　本年４月に施行される改正児童福祉法において、
市町村は全ての妊産婦、子育て世帯、こどものため
の一体的な相談支援を行う機能を有する「こども家
庭センター」の設置に努めることとされました。こ
れを受け「津市こども家庭センター」を設置し、児
童虐待に関する児童相談所との連携、こどもの居場
所づくり、児童の発達支援に係る専門的な相談や津
市児童発達支援センターの管理などの体制の充実・
強化を図るとともに、保育や子育て支援における量
の拡充および質の向上、若者を対象とした出会い応
援の充実などの推進を強化します。

　高茶屋地区において民間事業者が整備を進めてい
る幼保連携型認定こども園については、着実に令和
７年４月に開園できるよう丁寧な支援を続けてまい
ります。放課後児童クラブについては、誠之・白塚
の２施設の整備に加え、修成・高茶屋の２施設の実
施設計を行い、安全安心で快適なこどもの居場所を
広げてまいります。
　学校施設については、育生・片田・明合小学校、
橋北・白山中学校の５校の長寿命化改修工事に加

え、栗真・豊が丘・桃園・千里ヶ丘小学校、東観中
学校の５校の実施設計を行います。
　また、エアコン整備やトイレ洋式化を進めるとと
もに、国の補助金の対象とならない消防設備や給水
設備の改修等を進めてきておりますが、さらに、校
舎の屋上防水や屋内運動場の床改修などを行う学校
施設改修特別推進事業を進めます。その財源とし
て、ボートレースの収益金を活用した学校施設整備
基金を創設してまいります。

　大谷踏切は、本年12月に開通する予定です。開
通後は、鉄道によって分断されている西側と東側の
車の流れが変わります。

　
　そして、そこに長年、夢として語られてきた志登
茂川河口架橋(第３江戸橋)と、鉄道との立体交差に
より市街地を東西に結ぶ下部田垂水線(上浜工区)が
現実のものになろうとしています。
　志登茂川河口架橋は、三重県において橋梁の予備
設計が行われていることに加え、当該架橋を含む工
区の整備を少しでも早く進めるため、先に同工区に
ある津海岸御殿場線から着手することとし詳細設計
が行われることとなりました。津市は、志登茂川河
口架橋南詰から津駅東口へのアクセスとなる津駅前
線の拡幅工事に着手します。
　下部田垂水線(上浜工区)の整備は、昨年８月の県政要
望により、県において実施されることとなり、40年に
わたり日の目を見なかった当該路線は、実現に向けた
一歩を踏み出しました。津市も津駅周辺道路空間の再
編に向け、津駅西口から西に繋がる広明町河辺町線、
内多清水ヶ丘線の整備工事に着手してまいります。

　今回の能登半島地震では、発生直後に大津波警報
が発表され、その瞬間東日本大震災のような津波被
害が脳裏をよぎりました。
　折しも、本年全長11.2㎞の津松阪港海岸堤防の整
備が完了します。老朽化対策だけでなく南海トラフ
地震発生に備えた耐震化を施す抜本的な改修とし
て、天端高６ｍへのかさ上げと劣化コンクリートの
打ち換えによる堤防強化に加え、地盤が弱く液状化
対策が必要だと判断された区間の地盤改良工事も行
われました。津ヨットハーバーへの入口となってい
る堤防開口部には国内最大幅のフラップゲート式陸
閘が設けられるなど、伊勢湾岸の堤防は、より強靱
で安全安心な堤防に生まれ変わります。

　
　中勢バイパスも昨年全線開通しました。この道路
は、交通渋滞解消や地域経済の発展に資するだけで
なく、災害対応においても大きな役割を果たすイン
フラです。浸水エリアを回避した内陸部に位置する
ことで、くしの軸のような形で内陸部から沿岸部へ
の応急復旧活動を支援する機能を有しています。
　今回の能登半島地震では、被災した際、道路などの
社会基盤が必ずしも有効に機能するわけではないこと
が浮き彫りになりました。被害状況の把握による現場

への適切な迂回ルートの確保や必要な交通規制、全
国から駆け付ける人命救助等の実動部隊への迅速な
情報伝達など、受援体制を確固たるものにしていく
ことが極めて重要です。ハードとソフトの両面から津
市の災害対応力をさらに高めてまいります。
　私たちは「静かなる有事」ともいわれる少子化・
人口減少という大きな課題にも直面しています。
　人口減少は将来にわたって続くと推計され、今を
生きる者の責務として、積極的な行動を起こさなけ
れば、取り返しのつかない状況に追い込まれます。
よりこどもを生み育てやすい社会づくりに向けて、
真に効果を発揮する施策に取り組んでいく必要があ
ります。
　市政も新たな段階を迎えています。
　合併後の一体感の醸成や均衡の取れた地域の発展
に向けて取り組む一方、自治会問題で内部統制の脆
弱さが明らかになりました。反省すべきことを反省
し、改めるべきことを改め、統制の効いた強い組織
としてリスタートしました。合併後に採用された職
員は半数を超え、組織の新陳代謝も進み、例えば機
動的救急隊(Ｍ.Ｏ.Ａ.)のアイデアが若手職員の取り
組みから生まれるなど、未来に向けてこれまでは手
掛けてこなかったような新たな施策に積極的に挑戦
していくフェーズへと変わってきています。
　長い期間をかけて継続してきたことが繋がり実
を結び、次の時代へと伸ばしていく、これまで途
切れていたものを繋ぎ、新たな高みへと伸ばして
いく、課題を乗り越え新たな段階へと市政を伸ば
していく。
　これまで繋いできたものをそのまま未来に繋げる
というものではなく「一歩踏み出し、大きく伸ばし
ていく」を令和６年度のテーマに掲げ、３つの政策
について申し述べます。
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長寿命化改修工事を行った東橋内中学校

開通が待ち望まれる大谷踏切

施政方針を述べる前葉泰幸市長


